
　赤い光と近赤外光を用いて、血中の酸素飽和度を極めて簡単に計測できるパルス

オキシメータはコロナ禍でにわかに注目を集めた。眼科では、近赤外光を用いるOCT

（光干渉断層撮影装置）により網膜の診断技術が飛躍的に上昇した。

　このように、主に近赤外光を用いた、さまざまな光医療機器が開発され、身体や脳

機能の診断に役立てられている。本書は、非侵襲という長所を持つ光を用いた診断

技術のすばらしさと、それらの仕組みを豊富な図版とコラムを交えて平易な記述で解

説する。
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――「手を光にかざすと指が赤くボーッと輝く」現象を科学的に解明し、それをヘルスケアテクノロジーに応用・展

開するために、新しい診断装置やデバイスが開発されており、また開発されようとしています。近赤外線を用いた医

学的診断技術の開発は、1970 年代から活発に行われ、すでに広く利用されている技術もあれば近年開発された新しい

技術、さらには開発途上の技術もあり、今後も急速な発展が期待されています。本書は、光を用いた診断技術の原理

や実用化・装置開発の歴史を説明し、それらの臨床応用例を紹介します。また、これから広い臨床応用が期待される

光を用いた診断技術についても説明・紹介します。説明はできるだけわかりやすく、専門家でなくても理解できるよ

うな記述を心がけています。――

本書「はじめに」より
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